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理理解解  

創創造造  
地域づくりワークショップとは、参加者が自 

由に考えを出し合いながら、地域の良さを見

つけたり将来について話し合ったりする活動 

のことです。参加者どうし、互いの提案を尊重し 

ながら平等に話し合いを進めていきます。 

子どもからお年寄りまで、地域のあるもの探しで見つけた 

お宝をみんなで育ていくプログラムです。地域が元気になる仕掛 

けがいっぱいある地域づくりワークショップに取り組んでみませんか。

 ワークショップ 
のポイント 

● 吉川に住んで２９年、自分は今まで何気なく吉川を見ていた
ことに、初めて気付く機会になりました。吉川には、文化・歴
史がたくさん有ることに驚いています。また、みんなで話して
いるうちに、皆の意見がひとつになるという素晴らしい体験が

でき、勉強になりました。どんな住みよい吉川になるのかな？

● すばらしいワークショ
ップでした。地域の方々と
行政の方々との連携もす
ばらしく、これからの取り
組みが楽しみです。

 

山形県農林水産部農山漁村計画課 農山漁村振興担当
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山形県村山総合支庁 
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ワークショップは、目的（何のために）、
方法（どんな方法で）、得られる成果（どう
なるの）を皆さんが納得して取り組むこと
が必要です。 

地域診断技術の提供 
地域づくりを志す地域に専門家（県職員）を派遣し、総合診断を支援 

地域づくりワークショップ等開催支援 
地域座談会の開催やワークショップ運営の手法を支援 

行動計画書づくりの支援 
計画を実践に移行するための地域行動計画づくりのノウハウを提供 

実践活動への支援 

実践活動（自然環境や景観の保全、食品加工等）推進のための県関 

係部署や関係機関の専門家を派遣 

地域づくりリーダーの育成支援 
継続した地域づくりを可能にするための地域リーダーの育成を支援 

県内外の事例を紹介 
地域の活動が活発になるための事例や交流を支援 

“参加者の声” 

元気な地域づくり支援プロジェクト事業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西川町吉川 

 

 

 

西川町吉川地区は、清流寒河江川の流れる中山間地域に

あり、自然豊かで、月山を望む景色も素晴らしいところです。

吉川地区では、少子化の進行により地区内にある川土居小

学校が平成２４年度に閉校することが決定されています。地

区のシンボルがなくなるということはとても悲しいことですが、

これを契機として何とか地区を盛り上げようという思いで「吉

川の未来を創る会」が設立され、未来に向かって歩み始めま

した。単に小学校の校舎がどうなるのかを考えるだけではな

く、地区住民の思い入れも考慮しながら今後４年間かけた地

域づくりの「きっかけ」をつくり出します。計画づくりにとどまら

ず、計画途中から行動に移していくものは実践し、活動を通

して活き生きとした地域づくりに取り組んでいきます。 

地域を良くしようという皆さんの気持ちがあれ

ば取り組めます。皆さんの地域を事前に調査し

て、どのような方法が良いかを提案します。主催

は皆さんになりますが、開催からフォローアップま

でワークショップの運営を支援します。 

 

 

 

白鷹町大瀬 

““大大瀬瀬物物語語りり””のの製製作作  
～～大大瀬瀬のの活活きき活活ききをを語語ろろうう～～  

ワワーーククシショョッッププ  

支援内容 

① 集落の現地調査 
② 調査結果の診断・解析支援 
③ 地域活性化プログラム作成支援 
④ ワークショップ開催支援 
⑤ 行動計画づくりへの技術支援 
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白鷹町大瀬地区は、最上川沿線にたたずむ集落で、過疎

化と高齢化を克服し何とか明るい将来を展望したいという思

いから町や関係団体の協力も得ながらプロ派遣事業に取り

組んできました。 

 プロ派遣事業では、地域づくりプランナーがその地域に最

適な地域づくり手法をアドバイスしながら関係者の合意を得 

活動を振り返り、大瀬の地域づく

りの次のステップへとつなげていく

ためのまとめの会を開催。一年前

とは違う輝きのある笑顔が印象的

でした。 

この後実施された「うまいものフ

ェスティバル」では、地域特有の資

源や伝統料理などを再発見する良

い機会となりました。 

これからも、まだまだ頑張大瀬

（がんばろ～ぜ）。 

地域づくりワークショップの成果「ごくらく構想図」 

人口分布調査 

 地域の歴史を振り返る年表作成 

てプログラムを進めていきます。 

 大瀬地区では、地区内外の人たちが集落内を点検して「お

宝マップ」を作成。それをベースに今後もここで（大瀬で）？

住み続けていくために何が大切かを考えた「ごくらく構想図」

を地域の成果として取りまとめました。いつ、だれが、という

行動計画もできており、今後の大瀬の発展が楽しみです。 
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